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地方創生臨時交付金
「新型コロナウイルス対策」東栄町の

使い道

■東栄町GIGAスクール構想

　 「1人1台端末」整備事業

1,978万円

GIGAスクール構想の早期実現と、

学校の臨時休校の期間中もICT

を活用した取り組みが行えるよう

児童生徒1人1台の端末と周辺機

器を整備。

※GIGAスクール構想…学校にお

　 けるICTを活用した教育

■高齢者インフルエンザ予防接種

　 費用補助事業

65歳以上の高齢者に対するインフ

ルエンザ予防接種を自己負担なし

で接種し、医療機関の負担を軽減。

336万円

■防災活動支援事業 1,312万円

災害時における避難所での感染対

策のための資機材の購入や、備蓄

機能を有する倉庫等の整備及び、

災害対策のため家庭用発電機を

購入した町民への補助。

・ 家庭用発電機の購入に係る費用

　の1/2(上限5万円)

■小中学校特別教室等エアコン

　 設置等 2,960万円

児童生徒の三密及び熱中症対策

として小中学校にエアコンを設置。

小学校の屋外手洗い場増設。中学

校体育館トイレを衛生面に配慮し

た洋式トイレに改修。

■子育て応援商品券事業

329万円

学校の休業等により、家計の負担

が増えた子育て世帯を支援すると

ともに、消費を喚起することで売

り上げが減少している事業者を応

援する。

18歳以下の子どもを持つ世帯に

対し、子ども1人あたり10,000円

分の商品券を配布。

■ハイリスク者訪問感染防止事業

268万円

新型コロナウイルス感染防止のた

め外出を控えている高齢者を守る

ため、通院歴や既往症のある高齢

者宅を看護師が訪問し、健康観察

や生活指導を行うための、訪問用

車両を購入。

■電子黒板設置 251万円

オンライン授業でも対応可能な電

子黒板の設置。

■地域の感染状況等を踏まえたきめ

　 細かい医療提供体制等構築事業

125万円

東栄医療センターでの患者等に対

する感染症対策として、体表面温

度チェッカー、抗ウイルスパーテー

ション、感染性廃棄物容器用スタ

ンド等の整備。

■プレミアム商品券発行事業

9,037万円

定額給付金の町内流通と消費を喚

起し、経済を活性化するため、町内

商店等で使用可能な20％のプレ

ミアム付き商品券(5,000円で

6,000円相当使用可能)を発行。

■保育園安全・安心確保事業

56万円

密を避けて子どもたちが遊べる環

境を整えるため、パーテーション

を設置。夏場、狭い日陰への密集

を防ぎ、園庭で遊べるよう直射日

光を避けるテントを購入。

　地方創生臨時交付金とは「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策（4月7日閣議決定）」を受けて新型コロナウ

イルスの感染拡大を防止し、影響を受けている地域経済や住民生活を支援し地方創生を図るため、地域の実情に

応じてきめ細やかな事業を実施するため創設された交付金のことです。町では、この交付金の他にも町の予算も

上乗せして、感染拡大防止対策とポストコロナに向けた経済構造の転換・好循環の実現等に取り組んでいます。

　今月はその一部を紹介します。

新型コロナウイルス感染拡大の防止・感染拡大の
影響を受けている地域経済や住民生活の支援

※ポストコロナ…新型コロナウィルス感染症発生を機に変化した、今後の社会のこと　　※金額は決算見込額で表示しています。
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■公共施設安心安全確保のための

　 設備更新事業 2,517万円

利用者の感染防止のため、千代姫

荘の空調機を更新。とうえい温泉

での感染防止のため、レジ・券売

機をキャッシュレス対応機種に更

新及び食堂のパーテーションの設

置等。

■行政・防災情報を効率的に発信

 　するための体制構築事業

79万円

防災行政無線と町民所有のスマー

トフォン端末を連携し、効率的に

防災・災害情報を発信する体制を

整備するための町民（全世帯・全

町民）を対象とした調査。

■東栄町新型コロナウイルス感染

　 症対策協力金交付事業

669万円

自主休業等した中小企業、個人事

業主の事業継続を支援。

1.愛知県の休業、営業時間短縮要

請に準じて自主休業等した事業

者に給付。

2.業界団体の申し合わせ及び町

の要請に応じて自主休業した理

美容事業者に給付。■のき山学校耐震診断委託事業

165万円

体験交流施設「のき山学校」の耐

震診断を実施することにより、シェ

アオフィス、ワーケーション、テレワ

ーク、文化体験の拠点など、コロナ

収束後に地域おこし協力隊卒業者

などの若手起業家を中心とした地

域経済活動の拠点として有効活用

を図る。

■東栄町売上減少対策応援金

140万円

新型コロナウイルス感染症により、

大きな影響を受けた町内事業者

のうち、国の持続化給付金の対象

とならない事業者（売上が対前年

同月比30％以上50％未満減少の

事業者）を対象に事業継続を応援。

　

■宿泊・飲食事業者等への無線LAN

　 （無料Wi-Fi）環境整備補助

14万円

新しい生活様式等、働き方の多様

化が図られる中、リモートワーク、

ワーケーションなど都市圏での生

活者が町内で快適に業務等を行う

ことができる環境づくりの一つと

して、無線LAN（無料Wi-Fi）環境

を整備した宿泊・飲食事業者へ補

助。

■花祭会館音響整備改修工事

923万円

三密を回避した大人数での会議等

に利用できる、唯一のホールであ

る花祭会館の不具合のある音響設

備を改修。

■起業応援プロジェクト

550万円

新しい生活様式を視野に入れた、

新規ビジネス等条件を満たす事業

企画提案に対し交付。

1/2補助 上限50万円

※対象事業が実施できる者で、事

　業終了後までに開業届を出せる

　事業者

■東栄町持続化給付金事業

1,815万円

新型コロナウイルス感染症の影響

により、売上が50％以上減少した

事業者への支援。従業員のスキル

アップや市場開拓・商品開発等の

奨励として給付。

■事業継続応援事業

455万円

県の休業要請対象ではない施設に

対し、住民の生活のための稼働や

事業継続を支援。

事業継続や雇用維持等
への対応

新しい生活様式を踏まえた地域経済の活性等への
対応及び、ポストコロナに向けた経済構造の転換・
好循環の実現



音楽「はる・なつ・あき・ふゆ」他

劇「十二支すごろく」

劇「勝負の落としあな」

劇「救え！世界の危機」

和太鼓「楽」

劇「すみれ島」

4

TOWN TOPICS
まちの話題

　1月23日(土)、東栄小学校で学芸会が行われました。

児童と先生が一緒になり感染症対策について考え、工

夫して音楽や劇に取り組みました。

　一人ひとりが一生懸命ステージの上で表現し、創り上

げる世界観に観客は惹き込まれていました。

東栄小学校学芸会
ピース　～みんなで作る楽しい学校～

1年生

2年生

4年生

5年生

3年生

6年生
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　豊川信用金庫一宮支店（豊川市一宮町）店舗内で、「～

暮らすように楽しむ～東栄町観光PRブース」展を２月８

日（月）から３月３１日（水）まで行っています。

　内容は、ご当地食材、飲食店、「ビューティツーリズムウ

ィーク」イベントなど、町の特色を活かしたパネル展示が

中心となっています。

　豊川信用金庫と自治体、観光協会との協働による支店

内での観光PRブース出展は、全店でも初めての試みと

のことです。

信用金庫店舗内で町の
観光PRブースを出展しています

保育園豆まき会

　手芸が大好きで、昭和62年に婦人

会の仲間たちと手芸サークル「虹の

会」をつくり、一昨年まで活動をされて

いた請井さん。「表情が一番難しい。目

や口の位置で顔が変わってしまう。」と

語る請井さんが手掛ける人形の表情

は、どれも優しく見守ってくれている

ようです。飾り台や小物などは、夫の

歓自さんが作るなど、温かみあふれる

つるし雛が春の訪れを告げています。

春の訪れを告げる「つるし雛」

　町は、プロバスケットボールチーム三遠ネオフェニック

スとスポーツを活用した地域の活性化を目指して、連携

協定を結んで活動しています。延期となった奥三河デー

を、４月４日（日）に開催します。町内にお住いの方は無

料で観戦できますので、ＱＲコードからお申込み（３月５

日１２時～受付開始）ください。また、試合当日は、シャト

ルバスを出しますので、バスの申込につきましては、直

接教育委員会へご連絡ください。

　迫力満点のプロのプレーを是非会場で体感し、みんな

でフェニックスを応援しましょう。

三遠ネオフェニックス
奥三河デー開催

　2月3日(水)、とうえい保育園で豆まき会が行われました。

子どもたちは「おにはーそと！」と元気な声で豆をまき、鬼を退治しました。

給食では、手巻きずしを食べ節分の行事を楽しみました。
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　発達障がいは、脳機能の発達が関係する障がいで、その人の性格、親のしつけや教育の問題ではありません。見た目で

はわかりにくく、「大好きなことの知識が豊富」、「才能が豊か」などすべてが遅れているわけではなく、むしろ優れてい

る領域もあります。他の人と物事の感じ方や考え方が違ったり、その人の中で 『得意なこと』 と 『不得意なこと』 の差が

大きかったりします。

　周りからは 「頭がいいのにわがままだ」 「できるはずなのにできない」 「コミュニケーションがうまくいかない」 などと

困った行動ばかりに目が行ってしまいがちですが、そうではなく、その人がどんなことが出来て、何が苦手なのか、どん

な魅力があるのかといったことに目を向けることが大切です。そして、個々に合った支援をし、環境を整えることで、そ

の人の力は伸びやかに発揮され、その人の将来は変わっていきます。

　乳幼児健診や保育園などで気づかれることもありますが、子どもの成長発達で何か気になることや

育てにくさを感じたら、相談してみましょう。小さな事でも構いません。町では臨床心理士による発達

相談も行っています。大変だと感じながら一人で抱え込み、我慢したりせず、一度話してみてください。

そして、一緒にお子さんもママもパパも、みんなが楽しく過ごせる方法を考えていきましょう。

～みんなたいせつ みんなのこせい～みんなともだち

なんとなく聞いたことがあるけれど…「発達障がい」って何だろう？

気になることがあるときは・・・

　今回、初めて特別支援学校や特別支援学級等に関する説明会

が町内で行われ、それぞれの学校の特徴を知ることができました。

　参加された方からは、「入学までの流れをイメージすることが出

来た」、「座談会をやってほしい」、「もっといろんな人に聞いてほ

しい」など、さまざまな感想をいただきました。小学

校への入学、中学校への進学、高校への進学、高

校卒業後の生活といったその時々の『選択』の

際に少しでも役立つように今後も続けていきた

いと思います。

２月１１日に 『僕の、私の、学び舎説明会(特別支援学校等に関する説明会)』 を行いました

毎年4月2日は「世界自閉症啓発デー」です。また4月2日から8日までを「発達障害啓発週間」と国が定めて、

発達障がいについて多くの皆さんに知ってもらう機会としています。

●相談窓口　　　住民福祉課  ☎７６・０５０３　 子育て支援センター  ☎７９・３５８０

（政府広報オンラインより）

※このほか、トゥレット症候群や吃音（症）なども
　発達障がいに含まれます。



簡易裁判所で民事トラブル解決 ー４つの手続ー

通常訴訟手続 少額訴訟手続２

支払督促手続民事調停手続３

４つの手続き

簡易裁判所 ◎最もアクセスしやすい裁判所（全国に438庁設置）です。

◎少額で軽微な紛争を簡易・迅速に解決します。

◎手続案内（法律相談を除く）を実施しています。

詳しくは，裁判所ウェブサイト >>裁判手続の案内 >> Ｑ＆Ａ をご覧ください。
▶▶ https://www.courts.go.jp/ 簡裁 Q&A 検索

標 準

４

１

非公開 書類審査

原則１回

調停こぞう
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（株） 田中組

（株） 田中組

堀田建築

ミカワリコピー販売（株）

昭栄工務店

ヤマハサウンドシステム㈱名古屋営業所

工事

工事

工事

委託

工事

工事

業種

9,000

7,000

16,690

5,080

4,400

6,800

48,970

16,840

林道小田沢登線2号箇所災害復旧工事

林道小田沢登線3号箇所災害復旧工事

役場倉庫建設工事

観光施設等Wi-Fi環境構築事業

量水器等取替工事

花祭会館音響設備改修工事

工　事　名　等

令
和
２
年
度

1
月
の
入
札
結
果

計

業者名等 落札金額【千円】 予定価格【千円】

※税抜き

原則として１４０万円までの請求に ６０万円までの金銭の請求に限り，

調停委員会が，当事者双方の言い分 金銭等の支払を求める請求について，

ついて，判決による終局的な解決を
図る手続です。

原則として１回の審理で終了する
訴訟手続です。

裁判所へ出頭することなく，書類の
審査のみで，迅速に解決を図る手続
でですす。。

を聴き，話合いによる円満な解決を
図る手続です。



問合せ 地域支援課　　７６ ・ ０５０4

問合せ 振興課　　７６ ・ ０５０２

活用の流れ

企業が所在する自治体
（法人住民税・法人事業税）

企業

④寄附

内閣府

③計画の認定

地域再生計画

○○市

総合戦略

・○○事業

・△△事業

・◇◇事業

⑤税額控除

①地方公共団体が

地方版総合戦略を策定

②①の地方版総合戦略を

基に、 地方公共団体が

地域再生計画を作成

国
（法人税）

(出典：内閣府　企業版ふるさと納税制度概要)

事業名 予算額（千円） 制度概要

事業名 予算額（千円） 制度概要

まちからのお知らせ
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元気な地域づくり支援事業が変更になります

多様な力を活用したまちづくり

　令和3年度より、第6次総合計画後期計画期間が始まることにあわせ、元気な地域づくり支援事業を下記のとおり

変更します。これまで同様に、税金の１％が事業の財源となります。また、申請等のスケジュールも変更はありません。

　国ではそれぞれの地域で住みよい環境を確保し、将

来にわたって活力ある日本社会の維持を目指し、地方

での取組を後押しするために地方創生を進めており、

「地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）」 等、各種

制度を実施しています。

　町では、令和2年3月に、第2期東栄町まち・ひと・し

ごと創生総合戦略 （以下 「総合戦略」 という。） を策定

し、暮らしに必要な商店や産業の活性化等によって暮

らしやすい町にしていくことを目指して、様々な取組

を行っています。その中で地方創生を推進する制度の

一つである 「地方創生応援税制（企業版ふるさと納

税）」 を活用するため、総合戦略を基に令和3年1月

に 「東栄町まち・ひと・しごと創生推進計画（地域再生

計画）」 を策定し、国へ提出しました。

～将来にわたって暮らし続けられるまちを目指して～

元気な地域づくり支援事業

合 計

3,161

【これまで】

地域課題解決のために取り組む団体へ補助。

補助率100％、上限60万円。

交付決定団体：10団体、1団体当たり平均：297,000円

元気な地域づくり

支援事業元気な地域

賑わい創出事業
東栄町起業応援

プロジェクト事業

2,292

800

3,092

【令和3年度～令和７年度】 ※第6次総合計画後期計画期間

地域課題解決のために取り組む団体へ補助。

補助率100％、上限40万円。

まちのにぎわい創出・地域課題解決につながる

起業に対し事業費の1/2、上限40万円補助。 

≪地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）≫

・ 東栄町まち・ひと・しごと創生推進計画が国に認定されると、町がこの計画に沿って行う事業に対して民間企業

　 から寄付等の支援を受けることが可能になります。

・ 寄付を行った民間企業は、法人関係税について最大で寄附額の約９割が軽減される税額控除が受けられます。



帳
手
災
防
の
士
災
防

！
て
み
！
て
き

 

家
ん
で
い
お

○効果的な話し合いを行うためのルール

１．話し合いに積極的に参加しよう

・全員が発言し、より多くの意見を出し合いましょう。

２．発言はできるだけ短くまとめよう

３．他の人の意見に耳を傾けよう 

４．前向きな思考で発言しよう 

 

 

ルールを守って

活発な意見交換をしましょう！

・時間内に多くの人が意見を言えるように、意見はできだだけ短

くまとめましょう。1 回の発言で１つの意見とすることを心が

けましょう。

・他の人の意見は最後まで聞きましょう。また、自分とは異なる

意見であっても、批判せずに、その人の主張も聴いてみましょ

う。

・どうしたらより良くなるかという発想で考えましょう。

※上記の「効果的な話し合いを行うためのルール」は、東栄町ま

ちづくり基本条例の条文を基に定めたルールです。 
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広がれ！みんなのまちづくり 問合せ 振興課　　７６ ・ ０５０2

町民
まちづくりへ参加
することができる、
まちづくりの主体と
して積極的に参加
するよう努める

町政の代表者として
ビジョンを持ち、
町民の声に耳を傾け
町の方針を決めて

運営する

町民と情報共有し
町民とともに
まちづくりを
進める

行政●町長 ●職員

議会
町民の声を受け止め、
町民の代表として
まちづくりを
率先して進める

　この2月に予定していました「第2回東栄まちづくり座談会」は、

新型コロナウイルス感染症にかかる緊急事態宣言が延長された

ことに伴い、中止となりました。

　例年この座談会は、町に暮らし関わる人たちとともに東栄町

まちづくり基本条例の理念を改めて確認することで、さらにま

ちづくりの輪を大きくしていくことを目指して開催してきました。

　「将来にわたって暮らし続け

られるまち」を実現するため

には、お互いの立場を理解し

たうえで多様な意見交換がで

きる町にしていく必要があり

ます。そのため、昨年9月に行

われた第1回まちづくり座談

会では、まず始めに、「話し合

いのルール」を参加者全員で

確認しました。

 この「話し合いのルール」の他、東栄町まちづくり基本条例、条例解説、条

例制定経緯などをまとめた「まちづくり基本条例って？」は町ホームペー

ジにも掲載している他、振興課でもお渡しできます。ぜひご活用ください。

≪条例に定めるまちづくりの参加者と役割≫



●
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

　
　
　
　

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
１
１
６
０

information 暮らしの情報

『 

そ
の
火
事
を

  

　  

　
防
ぐ
あ
な
た
に  

金
メ
ダ
ル 

』

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が

今
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

　

㕶㕵
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
｟
義
務
｠
だ
け
で
は

な
く
、
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
｟
努
力
義
務
｠

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
事
業
主
は

　

で
あ
り
、
高
年
齢
者
就
業
確
保
措
置
を
講

じ
る
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
４
８
０
２

●
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課　
　
　

☎
７
６
・
０
５
０
３

●
問
い
合
わ
せ
先

　

県
教
育
委
員
会
高
等
学
校
教
育
課

　
　
　
　

☎
０
５
２
・
９
５
４
・
６
７
８
５

　

毎
年
、
住
宅
火
災
に
よ
り
全
国
で
、
約
千
人

の
方
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
宅
火
災

の
原
因
で
多
い
の
は
、
コ
ン
ロ
、
た
ば
こ
、
放

火
、
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

万
が
一
に
備
え
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
住

宅
用
消
火
器
を
設
置
し
、
住
宅
防
火
対
策
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
設
置
し
て
１０
年
が

取
替
え
の
目
安
で
す

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ

れ
、
㕱㕰
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
設
置
が
さ
れ

て
い
て
も
、
㕱㕰
年
を
経
過
し
た
住
宅
用
火
災

警
報
器
は
電
子
部
分
の
寿
命
な
ど
で
火
災
を

感
知
し
な
く
な
る
な
ど
、
正
常
に
作
動
し
な

い
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
た
め
、
本
体
ご
と

交
換
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
を
機
会
に
点
検
を
お
こ
な
い
、
警

報
音
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

春
の
火
災
予
防
運
動

を
統
一
標
語
に
、
３
月
１
日
｟
月
｠
か
ら
３
月

７
日
｟
日
｠
ま
で
、
全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
を
機
会
に
、
防
火
意
識
を
高
め
、

火
災
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

｟20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
者
は
大
学
｟短
期
大

学
を
除
く
｠を
卒
業
し
た
者
｟見
込
含
｠、
修
士

課
程
修
了
者
等
｟見
込
含
｠は
28
歳
未
満
の
者
｠

　

ウ　

専
門
の
大
学
｟短
期
大
学
を
除
く
｠
を
卒

業
し
た
者
｟見
込
含
｠、
20
歳
以
上
30
歳
未
満

の
者
｟薬
剤
科
は
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者
｠

受
付
期
間
及
び
試
験
期
日

　

ア　

受
付
期
間　

３
月
１
日
～
５
月
11
日

　
　
　
　

試
験
日　
　

５
月
22
日
・
23
日

　

イ　

受
付
期
間　

３
月
１
日
～
４
月
28
日

　
　
　
　

試
験
日　
　

５
月
８
日
・
９
日

　

ウ　

受
付
期
間　

３
月
１
日
～
４
月
28
日

　
　
　
　

試
験
日　
　

５
月
８
日

自
衛
官
募
集

　

自
衛
隊
で
は
、
令
和
４
年
入
隊
の
一
般
曹

候
補
生
、
幹
部
候
補
生｟
一
般
、
歯
科
・
薬
剤

科
｠を
幅
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
種
目

　

ア　

一
般
曹
候
補
生

　

イ　

幹
部
候
補
生

｟一
般
｠

　

ウ　

幹
部
候
補
生

｟歯
科
・
薬
剤
科
｠

応
募
資
格

　

ア　

㕱㕸
歳
以
上
㕳㕳
歳
未
満
の
者

　

イ　

22
歳
以
上
㕲Ԁ
歳
未
満
の
者

Å

国
公
立
・
私
立
と
も
１
万
１
千
円
を
選
択

す
る
こ
と
も
可
能
。

申
請
方
法

　

在
学
す
る
学
校
が
指
定
す
る
時
期

｟６
月

上
旬
頃
｠
に
、
学
校
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
与
決
定
の
時
期

　

８
月
中
旬
頃

愛
知
県
高
等
学
校
等
奨
学
金

貸
与
希
望
者
の
募
集

　

県
で
は
、
修
学
に
経
済
的
支
援
を
必
要
と

す
る
高
等
学
校
等
の
生
徒
を
対
象
に
、
奨
学

金
の
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

　

親
権
者
又
は
未
成
年
後
見
人
が
県
内
に
在

住
す
る
高
等
学
校
・専
修
学
校
高
等
課
程
の
生

徒
で
、
父
母
等
の
所
得
が
基
準
額
以
内
の
方

貸
与
月
額

【国
公
立
学
校
】
１
万
８
千
円

｟自
宅
外
通
学

は
５
千
円
を
加
算
可
能
。
｠

【私
立
学
校
】
３
万
円

｟自
宅
外
通
学
は
５
千

円
を
加
算
可
能
。
｠

・
定
年
を
㕶㕵
歳
以
上
70
歳
未
満
に
定
め
て
い

　

る
事
業
主

・
㕶㕵
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
｟
70
歳
以
上
ま

　

で
引
き
続
き
雇
用
す
る
制
度
を
除
く
｠
を
導

　

入
し
て
い
る
事
業
主

　

多
く
の
患
者
さ
ん
の
病
気
や
ケ
ガ
の
治
療

に
使
わ
れ
て
い
る
血
液
製
剤
は
、
献
血
で
ご

提
供
い
た
だ
い
た
血
液
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

血
液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、

長
い
間
保
存
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
献
血
者
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
一
人

あ
た
り
の
年
間
の
献
血
回
数
や
献
血
量
に
は

上
限
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
を
受
け
、
献
血
血
液
の
確
保
に
影
響
が
生

じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
に
必

要
な
血
液
を
届
け
る
た
め
に
、
感
染
症
対
策

を
講
じ
て
い
ま
す
の
で
、
献
血
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

10

日
時　

３
月
ӻԀ
日　

火
曜
日

　
　
　
　

 

午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所　

東
栄
町
役
場　

駐
車
場
｟
献
血
バ
ス
｠

●
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部

　

豊
川
地
域
事
務
所
｟
豊
川
駐
屯
地
内
｠

　
　
　

  

☎
０
５
３
３
・
８
５
・
２
４
１
１
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ア
ウ
ト
ド
ア
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
２
０
２
１
に
出
展
し
ま
し
た

紹
介
を
し
ま
し
た
。
昨
今
の
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ

ー
ム
も
あ
り
、
東
栄
町
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
方
が
と
て
も
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験

等
の
切
り
口
で
東
栄
町
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
紹

介
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
P
R
資

材
の
制
作
や
出
展
ブ
ー
ス
の
設
計
等
、
今
回

得
た
経
験
を
今
後
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

n
a
o
r
i
ブ
ー
ス
で
は
、
フ
ァ
ン
デ
ー
シ

ョ
ン
作
り
・
バ
ス
ボ
ム
作
り
な
ど
、
訪
れ
た
親

子
連
れ
や
女
性
の
方
か
ら
の
人
気
が
高
く

大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。
予
定
さ
れ
て
い

た
体
験
は
ほ
ぼ
満
員
で
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

常
滑
市
セ
ン
ト
レ
ア
の
愛
知
県
国
際
展
示

場
で
行
わ
れ
た
「
ア
ウ
ト
ド
ア
デ
ィ
ス
カ
バ
リ

ー
２
０
２
１
」
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
東

栄
町
か
ら
は
、
東
栄
町
ソ
ト
じ
か
ん
P
R
ブ

ー
ス
と
手
作
り
コ
ス
メ
体
験
n
a
o
r
i
の

体
験
ブ
ー
ス
の
出
展
を
行
い
ま
し
た
。
ソ
ト

じ
か
ん
P
R
ブ
ー
ス
で
は
、
電
動
ア
シ
ス
ト

自
転
車
や
地
元
製
材
所
の
薪
等
の
商
品
の

展
示
、
星
空
観
察
や
キ
ャ
ン
プ
、
川
遊
び
な

ど
東
栄
町
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ア
ウ
ト

ド
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
の
動
画
や
チ
ラ
シ
に
よ
る

●問い合わせ先

　東栄町観光まちづくり協会

　　　　　　　☎７６・１７８０

令和3年度の受付始めます！受けよう住民健診！

令
和
３
年
度
の
住
民
健
診
の

予
約
受
付
が
始
ま
り
ま
す

●
住
民
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
　
　

 

☎
７
６
・
０
５
０
３

　

広
報
誌
と
一
緒
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家

庭
に
「
令
和
3
年
度　

住
民
健
診
の
お
知

ら
せ
」
「
令
和
3
年
度　

が
ん
検
診
の
お

知
ら
せ
」
保
存
版
を
配
布
い
た
し
ま
す
。

同
封
の
白
い
A
3
用
紙
「
令
和
3
年
度

東
栄
町
住
民
健
診
等
希
望
調
査
」
に
希

望
の
健
診
項
目
に
〇
を
つ
け
て
、
返
信

用
封
筒
に
い
れ
て
投
函
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
集
団
健
診
は

す
べ
て
予
約
制
に
な
り
ま
す
。
ご
自
身

の
住
ん
で
い
る
地
区
の
日
に
時
間
を
指

定
し
た
案
内
用
紙
を
問
診
票
と
と
も
に

お
送
り
し
ま
す
。
集
団
健
診
の
日
程
に

つ
い
て
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
が
、

希
望
の
日
程
に
対
応
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
集
団

健
診
の
際
に
は
、
送
迎
も
行
い
ま
す
の

で
、
案
内
を
参
考
に
積
極
的
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
予
防
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
関
係
で
予

定
し
て
い
る
集
団
健
診
の
日
程
が
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

感
染
症
対
策
を
徹
底
し
た
1
年
が
終

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ご
自
分
の
身

体
に
つ
い
て
、
健
康
に
つ
い
て
見
直
し

た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

健
康
な
体
を
作
る
に
は
、
ま
ず
「
自
分
の

体
を
知
る
」
こ
と
で
す
！
ぜ
ひ
東
栄
町

の
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

内
臓
脂
肪
が
過
剰
に
蓄
積
し
た
状
態

の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
生

活
習
慣
病
を
早
期
発
見
で
き
ま
す
。
肝

機
能
の
高
値
・
高
血
圧
・
高
中
性
脂
肪
な

ど
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
検
査
の
値
で

分
か
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

自
費
で
受
け
る
と
１
万
円
ほ
ど
か
か

る
健
診
が
無
料
で
で
き
ま
す
。
が
ん
検

診
な
ど
一
部
有
料
の
検
診
も
あ
り
ま
す
。

　

健
診
を
受
け
て
い
る
人
は
受
け
て
い

な
い
人
よ
り
も
医
療
費
が
安
い
と
い
う

調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。
早
期
発
見
で

治
療
費
が
抑
え
ら
れ
て
い
た
り
、

健
康
意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
だ
よ
り

み
ん
な
で
つ
く
る
！

Vol.44

健
康
戦
隊

守
る
ン
ジ
ャ
ー

【
役
場
保
健
師
】

Vol.60

・
健
診
で
自
覚
症
状
の
な
い
メ
タ
ボ
・

　 

生
活
習
慣
病
を
撃
退
し
ま
し
ょ
う

・
健
診
の
費
用
は
東
栄
町
が
負
担
し
ま
す

・
健
診
を
毎
年
受
け
て
い
る
人
は

　
医
療
費
の
負
担
が
少
な
い



小学校中学校

オンライン交流の様子①

オンライン交流の様子②
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菌
打
実
習

学
び
に
I
C
T
を
生
か
す

Ｒ
Ｃ
Ａ
校
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
！

成果報告(産業班)成果報告(産業班)

グループワーク(生活班)グループワーク(生活班)

菌打実習の様子菌打実習の様子

各教室で確認各教室で確認

タブレットで撮った映像を…タブレットで撮った映像を…
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究
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時
間(

２
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ハーベスタ操縦体験

ＶＲによる
労災事例学習

3年生の様子



優
良
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
の
日
に
、
設
楽
警
察
署
内
で

の
講
習
受
講
後
｟
30
分
程
度
｠交
付
さ
れ
ま
す
。

一
般

・
違
反
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
後
に
講
習
日
を
指
定
し
ま
す

の
で
、そ
の
講
習
を
受
講
後
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
講
習
が
お
済
み
の
方
は
、
更
新
手

続
き
の
日
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

運
転
免
許
更
新
の
ご
案
内

こ
ち
ら

設
楽
警
察
署

非
行
の
芽 

は
や
め
に
つ
も
う 

み
な
我
が
子

〜
地
域
ぐ
る
み
で

　
有
害
な
環
境
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
〜

պ 

少
年
を
非
行
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　

春
休
み
か
ら
新
学
期
に
か
け
て
の
時
期
は
、

進
級
、
進
学
、
就
職
等
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活

環
境
が
大
き
く
変
わ
る
時
期
で
す
。
ま
た
、
少

年
た
ち
の
生
活
リ
ズ
ム
、
行
動
範
囲
、
交
友
関

係
な
ど
が
変
わ
り
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

“

ひ
と
り
で
思
い
悩
ん
で
い
る
君”

お
子
さ
ん

の
問
題
行
動
や
犯
罪
被
害
等
で
お
悩
み
の
保

護
者
の
方
、
次
の
相
談
窓
口
へ
気
軽
に
相
談
し

て
下
さ
い
。
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

【相
談
窓
口
】

　

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
豊
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
５
３
２
・５
５
・０
９
２
４

　

受
付
時
間　

月
～
金
曜
日
｟
祝
日
、
年
末
年
始

は
除
く
｠ 

午
前
９
時
㕳㕰
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

պ 

警
察
署
協
議
会
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

愛
知
県
内
の
全
警
察
署
に
、
警
察
署
長
の
諮

問
機
関
と
し
て
警
察
署
協
議
会
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
設
楽
警
察
署
に
お
い
て
も
、
６
名

の
方
が
愛
知
県
公
安
委
員
会
か
ら
委
員
と
し

て
委
嘱
さ
れ
、
警
察
へ
の
意
見
や
要
望
を
提
言

す
る
な
ど
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

警
察
と
し
て
は
、
提
言
さ
れ
た
意
見
や
要
望
を

業
務
に
取
り
入
れ
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
、
安
全
な
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
努
め
て

い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
歌
壇

一
月
詠
草

渡
辺　

禮
子

伊
藤　

義
信

内
藤　

久
代

伊
藤　

久
美

福
田　

幸
代

鈴
木　

政
子

伊
藤　

清
子

竹
田　

正
子

佐
々
木
秀
子

堂
地　

雅
子

わ
ら

し
め
な
わ

ペ
ー
ジ

な

つ

【
設
楽
警
察
署
協
議
会
委
員
の
皆
様
】

　

・
今
泉　

明
実
さ
ん　

｟
豊
根
村
坂
宇
場
｠

　

・
小
野
田
亜
由
美
さ
ん｟
設
楽
町
田
峯
｠

　

・
鈴
木　

廣
一
さ
ん　

｟
設
楽
町
西
納
庫
｠

　

・
村
松　

博
志
さ
ん　

｟
設
楽
町
津
具
｠

　

・
丸
山　

敏
江
さ
ん　

｟
東
栄
町
三
輪
｠

　

・
山
本　

良　

さ
ん　

｟
東
栄
町
振
草
｠

差
し
出
づ
る
初
日
に
向
か
ひ
手
を
合
は
す
コ
ロ
ナ
退
散
ひ
た
に
祈
り
て

大
晦
日
期
待
の
一
家
団
欒
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
今
年
は
お
じ
ゃ
ん

少
し
だ
け
大
き
め
学
生
服
の
孫　

ス
マ
ホ
の
向
こ
う
に
春
の
足
音

二
年
後
に
還
暦
な
る
も
実
感
な
し
ま
だ
ま
だ
気
分
は
二
十
代
か
も

新
し
き
日
記
を
も
と
め
頁
繰
る
わ
れ
年
女
の
ん
び
り
歩
ま
ん

コ
ロ
ナ
禍
に
訪
れ
も
無
く
ひ
っ
そ
り
と
人
生
初
の
一
人
の
年
越
し

新
藁
を
持
ち
来
し
人
と
二
夫
婦
注
連
縄
を
綯
う
午
後
の
湯
浴
び
て

年
経
れ
ば
身
体
の
動
き
鈍
く
あ
り
歯
ぎ
し
り
し
て
も
遺
憾
と
も
せ
ず

元
旦
は
大
黒
柱
に
御
神
酒
注
ぎ
皆
で
祈
り
ぬ
思
い
出
の
中

癖
の
あ
る
文
字
の
賀
状
が
恩
師
か
ら
還
暦
過
ぎ
て
も
お
下
げ
の
私

広報とうえい  2021.3月号13

東
栄
町
内

◎
刑
法
犯
総
数

・
窃
盗
犯

｟
自
動
車
関
連
窃
盗
｠

・
特
殊
詐
欺

◎
人
身
事
故
件
数

・
死
者
数

・
負
傷
者
数

◎
物
損
事
故
件
数

1
件 

｟
1
｠

2
件 

｟
2
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

8
件 

｟
8
｠

1
件 

｟
1
｠

2
件 

｟
2
｠

2
件 

｟
2
｠

2
件 

｟
2
｠

25
件 

｟
25
｠
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内

Å

｟　

｠
内
は
1
月
か
ら
の
累
計

犯
罪
事
故
発
生
件
数

令
和
３
年
㕱
月

　

町
と
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る

町
内
の
不
動
産
業
者
「
奥
三
河
不

動
産
」
と
「
さ
い
じ
ょ
う
不
動
産
」

と
役
場
で
、
移
住
促
進
と
空
き
家

課
題
解
決
の
た
め
に
不
動
産
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】

　

い
ず
れ
も
９
時
㕳㕰
分
～
㕱㕷
時

・
3
月
3
日
｟
水
｠

　

東
栄
町
役
場
・
奥
三
河
不
動
産

・
3
月
6
日
｟
土
｠　

東
栄
町
役
場

　

事
前
予
約
し
て
い
た
だ
く
と
ス
ム

ー
ズ
で
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

不動産相談会を実施します
●
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
支
援
課

　
　
　
　
　
　

☎
７
６
・
０
５
０
４

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

 

設
楽
警
察
署　

６
２
・
０
１
１
０

　

自
動
車
税
種
別
割
｟旧
名
称
:
自

動
車
税
｠
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

に
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
お
持
ち
の
自
動
車
を

譲
渡
｟
下
取
り
な
ど
を
含
む
｠
・
廃

車
し
た
と
き
や
、
住
所
を
変
更
し

た
と
き
に
は
、
必
ず
運
輸
支
局
で

必
要
な
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
自
動
車
税
種
別
割
の
賦

課
徴
収
は
、
県
税
事
務
所
に
て
行

っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
管
轄
の

県
税
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

自動車の譲渡・廃車などの
手続はお早めに

●
問
い
合
わ
せ
先 

　

東
三
河
県
税
事
務
所

　

☎
０
５
３
２
・
３
５
・
６
１
３
０

令
和
３
年
１
月
１
日
現
在 

【㕵㕰
音
順
】

Å

警
察
署
で
の
更
新
受
付
は
、す
べ
て
平
日
の

　

正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
間
で
す
。



施
設
利
用
（
1
月
）

２月 新着図書

戸
籍
の
窓
口

令和3年1月の利用者数施　　設　　名 1月までの累積利用者数

交流促進センター 「 千 代 姫 荘 」

と う え い 温 泉

と う え い 健 康 の 館

グ リ ー ン ハ ウ ス （宿泊者）

体 育 施 設

46

103

8,740

159

38

226

（

（

（

（

（

（

24）

117）

16,729）

 332）

136）

254）

1,521

1,185

81,259

2,366

170

7,350

（

（

（

（

（

（

3,673）

1,894）

141,272）

3,370）

3,776）

14,981）

営業当初からの累計利用者数　3,691,865

納税等

納期： 3月31日

1月16日～2月15日受付

人
口
と
世
帯

人 口

男

女

世帯数

3,040

1,460

1,580

1,417

 −12）

−3）

−9）

−11）

転 入

転 出

7

8

出 生

死 亡

0

11

※

住
民
基
本
台
帳
　
　※

単
位
:
人

1月末日現在 前月比

※東栄町に住所を有し、町外で出生・死亡の届出をさ

れた方も掲載対象となりますので掲載を希望され

る場合は、お早めに住民福祉課へ申し出ください。

※（　）内は前年度同月による　　※単位 ：人

14

大治町友好自治体

森林体験交流センター

「スターフォーレスト御園」

（

（

（

（

●お悔やみ

片桐　イネ 　８８ やまゆり

酒井百合子 ９４ 本郷

尾崎　京子 ９５ 本郷

夏目　和勇 ８２ 三輪

伊藤　君子 ９５ 三輪

伊藤かづゑ １０４　 振草

伊藤　昌司 ８９ 三輪

伊藤　逸雄 ９０ 振草

村雲　勝夫 ８１ 御殿

氏　名　　　　 年 齢　  　住 所

●国民健康保険料　　●後期高齢者保険料　　

●保育料　　　　　　　　●住宅使用料　　

●水道使用料（下水・農集排使用料含む）

●放課後児童クラブ利用料

●きれいでふしぎな粘菌 新井文彦　文一総合出版

　町内全小中学校の全児童生徒に１人１台のタブレット

PCが導入されました。授業で活用し、資料の作成や発

表、課題の配布・提出など児童生徒の学習支援に使用

されています。各教室に設置された画面投影用の大型

モニターには各児童の入力した意見が一覧で表示さ

れ、積極的な意見交換がされていました。



Tue Wed Thu Fri SatMonSun

ドレミの会
（柿野）

3 March. 2021

東三河消費生活
東栄相談室町議会総務経済

委員会・文教福祉
委員会

行政相談

民生委員児童委員
協議会定例会

親子教室

予防接種

さわやかクラブ

予防接種

シャレおじの会 離乳食教室

ノーメディアデー 町議会予算特別
委員会

町議会本会議

表紙について

　本郷小林地区に咲くセツブンソウ。今年の

節分は1897(明治30)年以来、124年ぶり

に2月2日と1日早い節分となりました。セツ

ブンソウの花言葉でもあるように、可愛いら

しい小さな花びらが微笑んでいました。

職業巡回相談

町議会一般質問

ペットボトル等
回収日

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

乳幼児健診

ゆめ工房

町議会本会議

たんぽぽの会

たんぽぽの会

たんぽぽの会

広報とうえい  2021.3月号15

※カレンダーのイベント等は、新型コロナウイルス感染症の予防等により、中

止・変更になる場合があります。中止・変更の際は対象者への個別連絡と

とうえいチャンネルへの掲載で対応しますので、ご了承ください。

ペットボトル・白トレイ
乾電池回収日

イベント・事業など

ドレミの会

保健事業

たんぽぽの会

ゆめ工房

3 4 5 61 2

10 11 12 137 8 9
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総務課　　☎７６ ・ 0501

町からの
情報をチェック！
とうえいチャンネル

東栄町公式 SNS

LINEFacebook

　12チャンネルで、様々なまちの情

報を配信しております。とうえいチャ

ンネルについて、お困りの方は役場

総務課までお問い合わせください。 

　町では、SNSにより、まちの身近

な話題やできごとなど、魅力的な情

報をタイムリーに発信しています。 

※通信料は利用者

　 負担です。
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編集 ： 東栄町役場振興課

広報とうえい

歴史・伝統を知ろう

わがまちの伝統 ～花祭～ 御園地区編

このコーナーでは東栄町に住む人を紹介していきます。来月は、今月登場した人に紹介していただきます。

その 144

 

加藤大陽さん

東栄町在住歴11年

ご一家

 
 

 
 

た い よ う


